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｢この間の雪はすごかったね～｣｢ほんとにね。げんき農場の作物はどうだったかな？｣｢霜で

やられたことはあったけれど、雪では大丈夫だったって｣｢農場から送ってもらった煮切干

で、今年はあちこちでサツマのもちをつくようだな｣｢いまから、楽しみだなあ｣ 

12月に入り、急に雪が降って、寒さも一段と厳しくなってきましたね。皆さま、どうぞ

ご自愛くださいませ。 
 

■みんなの声 

｢地域での交流活動を支援します｣ 
の社協だよりを読みました 

 平成13年の4月から始めた『出会いの

会』に社協の金長さんが来てくれました。

三宅島で高齢者食事会や福祉まつりなどで

顔なじみだったことから、驚きと喜びの声

があがりました。 

 『出会いの会』を始めた動機は、避難生

活が長期化すると聴き、｢高齢者の方たち

が三宅島で高齢者食事会や老人クラブ、あ

じさいの里などへ出かけて、“歌い、踊り、

語らう”、そんなあたりまえの時間が避難

生活の中でもあってもいいな｣ということ

でした。そして、南大沢保健福祉センター

の職員の方に相談して始めてよかったと思

っています。 

 『出会いの会』に集まってくる人たちの

深い皺には、それぞれが生きてきた歴史が

刻まれていて、話題は豊富、避難生活の中

での自作の詩を替え歌にして聞かせてくれ

たり、島節に至っては避難生活の思いを

次々泣き笑いしながら歌って聞かせてくれ

ます。 

 まさに即興詩人です。 

 金長さんが来てくれた日は、金長さんの

フルートに合わせて｢もみじ｣｢故郷｣を歌い、

最後には｢｣夕やけこやけ｣を歌って会を終

わりました。 

 また、『出会いの会』は地域の方たちと

の交流も多く、とても楽しく過ごしていま

す。 

 三宅島から避難した当時、八王子市が三

宅島島民懇談室として用意して下さった部

屋を、そのまま使わせてもらっています。

南大沢保健福祉センターの職員のおかげと

感謝することの多い日々です。 

（八王子市上柚木 鈴木 則子) 

 

 

■行政からのお知らせ 
 

被災者生活再建支援金の申請期間の再延長 
 

1昨年の12月、被災者再建支援法の適用により支給の始まった被災者生活再建

支援金（次頁の表を参照）と、それに準じて支給を始めた都の支援金の支給申請

期間が更に延長されましたので、お知らせいたします。 
 

（次頁につづく） 
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国と都の被災者生活再建支援金対象世帯と支給限度額 

支給限度額 
収入合計額 世帯主の年齢等 

複数世帯 単数世帯 

500 万円以下の世帯 世帯主の年齢は問いません 100 万円 75 万円 

500 万円超 700 万円以下
の世帯 

被災日において世帯主が 

45 歳以上の世帯または要援護世帯
50 万円 37.5 万円

700 万円超 800 万円以下
の世帯 

被災日において世帯主が 

60 歳以上の世帯または要援護世帯
50 万円 37.5 万円

上記の支援金が受けられない世帯で、災害等により 

現在の収入が減少している世帯（都の支援金制度） 
50 万円 37.5 万円

 
被災者生活再建支援金の申請期間の再延長 

１ 期間延長の内容 

    (1)延長期間等 

現在の申請期限  平成14年11月25日  

延長申請期間  平成14年11月26日～平成15年11月25日まで  

    (2)延長対象世帯 三宅村全被災世帯 

２ 申請受付窓口等 

申請の受付窓口等については、現行どおり三宅村新宿総合事務所村民課 

（都庁第1本庁舎南側41階）です。＜前日に予約してお出かけください。＞ 

問い合わせ先：三宅村新宿総合事務所村民課   TEL：03-5320-7829 

東京都福祉局生活福祉部保護課  TEL：03-5320-4066 
 

【東京都災害対策本部の対応等 第387報】より 
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参加のお誘い
※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 

1.17灯りのつどい(仮称) 

2002年1月、江戸東京博物館で行われ

『灯りのつどい』。私たち、東京災害ボ

ンティアネットワークのお呼びかけに応

、寒い中、たくさんの方にご参加いただ

て、厳粛で心温まるつどいとなりました。 

2003年は、場所を有楽町東京国際フォー

ムに移し、たくさんの方たちと共に、

95年の阪神淡路大震災での出来事に思い

寄せると共に、災害を生き抜くというこ

やさまざまな困難の中にあっても希望を

わず、互いに手を携えて生きることの大

さを考えられるようなイベントにしたい

と考えています。 

 今、まさに災害を生き抜くことを実践し

ている三宅島の方々にも、多数ご参加いた

だき、今の思いを私たちに伝えていただけ

ればと存じます。 

『ふれあい集会』を支えているたくさん

のボランティアが作っているこのささやか

なイベントに、ぜひご参加くださいますよ

うお誘い申し上げます。 

当日飛び入り参加歓迎。事前の準備に実

行委員として参加してくださる方は、下記

までご一報ください。

日 時：2003年1月18日(土) 14:00～17:00（くらしと防災を考えるイベント） 
                 17:00～17:46（1.17灯りのつどい） 
場 所：東京国際フォーラムプラザ(中庭)（JR・地下鉄有楽町駅前のガラスのビル） 

主 催：東京災害ボランティアネットワーク 

共 催：財団法人東京国際交流財団／東京ボランティア・市民活動センター 

問い合わせ：東京災害ボランティアネットワーク  事務局 福田 

TEL：03-3235-1171 E-mail：office@tosaibo.net 


